
お詫びと訂正 

 

『膠原病に伴う間質性肺疾患 診断・治療指針 2020』に下記の修正がご

ざいました。 

 

■p.54 第 1章 総論  6 診療において重要な身体所見 

「図 12 全身性強皮症の皮膚病変」出典 

 

【誤】C-E：横浜市立大学大学院医学研究科 環境免疫病態皮膚科学 

山口由衣先生よりご提供 

        ↓ 

  【正】C：横浜市立大学大学院医学研究科 環境免疫病態皮膚科学 山

口由衣先生よりご提供．D,E：文献 29より引用 

 

■p.55 第 1章 総論  6 診療において重要な身体所見 

Referencesに下記 29)を追加し、29)を 30)に、30)を 31)に変更 

（p.53本文中の引用番号も併せて変更） 

 

【修正後】 

29） 藤本 学．全身性強皮症と毛細血管拡張．竹原和彦，桑名正隆，宮

地良樹 編．カラーで見る新・膠原病―診断と治療の最新ポイント 

皮膚から内臓へ．東京：診断と治療社；2002. p.133. 

30） Hojaili B, Barland P. Trigeminal neuralgia as the first 

manifestation of mixed connective tissue disorder. J Clin 

Rheumatol.2006 ; 12 : 145-7. 

31） Fischer A, Antoniou KM, Brown KK, et al. An official European 

Respiratory Society/American Thoracic Society research 

statement : interstitial pneumonia with autoimmune features. 

The European respiratory journal. 2015 ; 46 : 976-87. 

 

会員ならびに関係者の皆様にご迷惑をお掛けいたしましたことを深く

お詫び申し上げますとともに、謹んで訂正申し上げます。 
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